
第21回大阪府地方独立行政法人評価委員会　大学部会　議事要旨

１　日時　　　　平成23年８月25日（木）　午前10時00分～10時15分

２　場所　　　　大阪府庁咲洲庁舎　４４階大会議室

３　出席委員　　安部委員長、石原委員、野崎委員、槙野委員（山谷委員は欠席）
明石委員、古村委員、南島委員、中島委員、松澤委員（オブザーバー）
４　議題

（１）公立大学法人大阪府立大学の平成22事業年度の業務実績に関する評価について

（２）公立大学法人大阪府立大学の第１期中期目標期間の業務実績に関する評価について

（３）その他

５　議事概要
Ⅰ　開会
○　これまでの部会審議及び評価結果素案作成の経過等について、部会長から説明。

Ⅱ　議事

（１）公立大学法人大阪府立大学の平成22事業年度の業務実績に関する評価について
○　資料１「平成22事業年度の業務実績に関する評価結果（案）」及び資料２「平成22事業年度の業務実績に関する評価結果〈参考資料〉小項目評価（案）」により、評価結果に係る委員意見とそれを踏まえた評価結果の記載内容について、事務局から説明。

○　部会長から評価結果（案）を各委員に諮り、異議なしとして決定された。この後に開催される第26回評価委員会で部会の案として報告することとなった。
（２）公立大学法人大阪府立大学の第１期中期目標期間の業務実績に関する評価について
○　資料４「中期目標に係る業務の実績に関する評価結果（案）」により、評価結果に係る委員意見とそれを踏まえた評価結果の記載内容について、事務局から説明。
○　部会長から評価結果（案）を各委員に諮り、異議なしとして決定された。この後に開催される第26回評価委員会で部会の案として報告することとなった。
（３）その他
　 ○　部会長から次のとおりコメントがあった。
　　・　第１期中期目標期間は、法人化の趣旨や目的に沿って、組織改革を進める期間であった。法人は、この点で着実に努力し、一定の成果を上げている。
· 第２期中期目標期間は、第１期の成果を踏まえた上で、新しい戦略を立て、成果を

出していかなければいけないという難しい時期に入る。ある意味では、まさに第２期以降が、独立行政法人化の本当の目的、意義が問われる。したがって、第２期の中期目標期間では、さらに戦略性をもって、様々な取組を進めていただきたい。
· 大阪府立大学は、大阪府民の税金で成り立っている法人であるため、十分に取組の
成果を分析、検証し、府民にディスクローズしていくことが大事である。特に、教育研究での成果を府民にディスクローズしていくことが非常に大事になってくるため、第２期中期目標期間においてはその点に留意し、さらに改革を進めていただきたい。
　Ⅲ　閉会
以上
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